
郵便局での郵送、その正しいやり方 

郵便局の営業時間と荷物持ち込み時間 

郵便局の営業時間は、一般的には午前 9時から午後 5時までとなっています。ただ

し、都市部の一部の郵便局では、夜間や週末も営業している場合があります。荷物

の持ち込み時間については、基本的には営業時間内であればいつでも可能です。た

だし、特定のサービス（例えば速達や書留など）を利用する場合、一部の郵便局では

受付時間が限定されていることもあります。そのため、具体的な時間を確認するため

には、事前に最寄りの郵便局に問い合わせることをおすすめします。 

封筒を使った郵送方法 

郵便局で封筒を使って郵送する場合、まず封筒に送り先の住所と名前、そして自分

の住所と名前を記入します。その後、封筒の内容物を確認し、必要な料金を計算しま

す。料金は、封筒の大きさや重さ、送り先によって変わります。具体的な料金は郵便

局のウェブサイトや窓口で確認できます。料金を確認したら、必要な切手を封筒に貼

り、郵便局の投函口に投函します。これで郵送の手続きは完了です。 

ダンボールを使った郵便局での郵送方法 

ダンボールを使って郵便局で郵送する場合、まずダンボールに送り先の住所と名前、

そして自分の住所と名前を記入します。その後、ダンボールの内容物と重さを確認

し、必要な料金を計算します。料金は、ダンボールの大きさや重さ、送り先によって変

わります。具体的な料金は郵便局のウェブサイトや窓口で確認できます。料金を確認

したら、必要な料金を支払い、郵便局の窓口で荷物を預けます。これで郵送の手続き

は完了です。 

  

郵便局での荷物の郵送方法 

郵便局で荷物を郵送する際の手順は以下の通りです。まず、荷物に送り先の住所と

名前、そして自分の住所と名前を記入します。次に、荷物の重さを確認し、それに基

づいて必要な料金を計算します。料金は、荷物の大きさや重さ、送り先によって変わ

ります。具体的な料金は郵便局のウェブサイトや窓口で確認できます。料金を確認し

たら、必要な料金を支払い、郵便局の窓口で荷物を預けます。これで郵送の手続き



は完了です。なお、特定記録では荷物の引受と配達に出る前の時点までを記録し、

配達の完了時までは記録しません。また、配達時も書留のように対面での手渡しで

はなく、郵便受けへの投函となります。 

窓口での郵送方法 

郵便局の窓口で郵送する場合、まず送りたい荷物を持って窓口に行きます。窓口の

係員に、郵送したい内容（例えば、普通郵便、速達、書留など）を伝えます。その後、

係員が荷物の重さを計測し、必要な料金を計算します。料金が確定したら、その場で

料金を支払います。これで郵送の手続きは完了です。ただし、窓口からの発送にもデ

メリットがあり、当然ながら郵便局の営業時間内に差し出す必要がある点です。郵便

局の営業時間はその店舗によって異なっています。 

履歴書の郵便局での郵送方法 

履歴書を郵便局で郵送する場合、まず履歴書を封筒に入れ、封筒に送り先の住所と

名前、そして自分の住所と名前を記入します。その後、封筒の重さを確認し、必要な

料金を計算します。料金は、封筒の大きさや重さ、送り先によって変わります。具体的

な料金は郵便局のウェブサイトや窓口で確認できます。料金を確認したら、必要な切

手を封筒に貼り、郵便局の投函口に投函します。これで郵送の手続きは完了です。 

切手を使った郵便局での郵送方法 

切手を使って郵便局で郵送する場合、まず送りたい荷物に送り先の住所と名前、そし

て自分の住所と名前を記入します。その後、荷物の重さを確認し、必要な料金を計算

します。料金は、荷物の大きさや重さ、送り先によって変わります。具体的な料金は郵

便局のウェブサイトや窓口で確認できます。料金を確認したら、必要な切手を荷物に

貼り、郵便局の投函口に投函します。これで郵送の手続きは完了です。 

郵便局での箱を使った郵送、そのやり方 

箱を使った郵便局での郵送方法 

箱を使って郵便局で郵送する場合、まず箱に送り先の住所と名前、そして自分の住

所と名前を記入します。その後、箱の内容物と重さを確認し、必要な料金を計算しま

す。料金は、箱の大きさや重さ、送り先によって変わります。具体的な料金は郵便局



のウェブサイトや窓口で確認できます。料金を確認したら、必要な料金を支払い、郵

便局の窓口で荷物を預けます。これで郵送の手続きは完了です。 

郵便局の営業時間と荷物持ち込み時間 

前述の通り、郵便局の営業時間は一般的には午前 9時から午後 5時までとなってい

ます。ただし、都市部の一部の郵便局では、夜間や週末も営業している場合がありま

す。荷物の持ち込み時間については、基本的には営業時間内であればいつでも可能

です。ただし、特定のサービス（例えば速達や書留など）を利用する場合、一部の郵

便局では受付時間が限定されていることもあります。そのため、具体的な時間を確認

するためには、事前に最寄りの郵便局に問い合わせることをおすすめします。 

  

窓口で普通郵便でお願いする方法 

窓口で普通郵便をお願いする場合、まず送りたい荷物を持って窓口に行きます。窓

口の係員に、普通郵便で郵送したいと伝えます。その後、係員が荷物の重さを計測

し、必要な料金を計算します。料金が確定したら、その場で料金を支払います。これ

で郵送の手続きは完了です。 

郵便局での荷物の郵送方法 

前述の通り、郵便局で荷物を郵送する場合、まず荷物に送り先の住所と名前、そして

自分の住所と名前を記入します。その後、荷物の重さを確認し、必要な料金を計算し

ます。料金は、荷物の大きさや重さ、送り先によって変わります。具体的な料金は郵

便局のウェブサイトや窓口で確認できます。料金を確認したら、必要な料金を支払

い、郵便局の窓口で荷物を預けます。これで郵送の手続きは完了です。 

郵便局の窓口での郵送方法 

郵便局の窓口で郵送する場合、まず送りたい荷物を持って窓口に行きます。窓口の

係員に、郵送したい内容（例えば、普通郵便、速達、書留など）を伝えます。その後、

係員が荷物の重さを計測し、必要な料金を計算します。料金が確定したら、その場で

料金を支払います。これで郵送の手続きは完了です。 

履歴書の郵便局での郵送方法 



前述の通り、履歴書を郵便局で郵送する場合、まず履歴書を封筒に入れ、封筒に送

り先の住所と名前、そして自分の住所と名前を記入します。その後、封筒の重さを確

認し、必要な料金を計算します。料金は、封筒の大きさや重さ、送り先によって変わり

ます。具体的な料金は郵便局のウェブサイトや窓口で確認できます。料金を確認した

ら、必要な切手を封筒に貼り、郵便局の投函口に投函します。これで郵送の手続きは

完了です。 

 


